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　パール・バック（Pearl S. Buck, 1892-1973）は，ノーベル文学賞受賞者とし






























































































ことから始まる。当作品は 1956年 9月にアメリカの人気テレビ番組，“The 















































































































































2 Christina Klein, Cold War Orientalism: Asia in the Middlebrow Imagination 
1945-1961(Berkeley, CA: U of California P, 2003).
3 映画では，ジヤがトオルに，キノがユキオに変名されている他，原作にはな
い他の登場人物が加えられている（バック自身の脚本によるもの）。
4 “The Alcoa Hour” は 1955年から 57年にアメリカで放映された 60分間のテレ
ビ番組で，番組のスポンサーがアルミニウム会社大手の Aluminum Company 
of America (Alcoa) であったことからこう呼ばれた。毎週異なる物語が展開さ
れるアンソロジー・スタイルで，有名な小説・物語またはその脚色したもの
の実写版が放映された。The Big Wave放映には，バック自身が脚本を務めた。
5 Pearl S. Buck, A Bridge for Passing (NY: The John Day Company, 1961) 14.
6 滞在期間中 1960年にアメリカでバックの夫リチャード・ウォルシュ（Richard 
Walsh）が死亡したために彼女は一時帰国しているが，葬儀後間もなくして日
本の撮影隊に再合流している。


















10 A Bridge for Passing, 239. バックは，「アメリカの人々がこの映画を観たら，彼
ら日本人の英語はどう聞こえるのだろう，理解してもらえるだろうか」と不
安を漏らしている。
11 A Bridge for Passing, 53.












13 A Bridge for Passing, 176-177.翻訳筆者。
14 当調査研究に当たっては，長崎県小浜温泉地区の方々に並々ならぬご厚意と



















が温かくなった。」A Bridge for Passing, 178. 翻訳筆者。







18 A Bridge for Passing, 114.
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